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きるものとした。
　具体的には，「銅や水素や塩素の原子は，水
溶液中で電気を帯びた原子として存在してい
る。」そして，「水溶液中を電流が流れる仕組み
は，この電気を帯びた原子が電気を運ぶからで
ある。」という推論（表現）を引き出すところ
に置き，図４のワークシートを使って一人ひと
りまとめさせた。
図４　ワークシートの例（２）
　教科書では「水溶液に流れる電流の正体」は，
「電極表面で起こる化学変化（銅イオンや水素
イオン，塩化物イオンの酸化・還元反応によっ
て引き起こされた回路内の電子の流れ」と定義
している。探求活動で得られた結論「電気を帯
びた粒子（原子）が電気を運ぶ」へと高めるに
は，次の段階の系統的学習にゆだねるものとし
た。
７　おわりに
　探求活動のみで，単元の指導内容のすべてク
リアすることは困難である。
　しかし，探求学習は生徒の学習意欲を引き出
すには効果的である。生徒は積極的に観察・実
験を工夫・計画するなど，意欲的に取り組む姿
勢見せる。
　また，常に「ねらい」を意識して学習に取り
組むため，理解も深まり，ワークシートの記入
なども適切に処理できるようになり，表現力の
アップにつながる。
　系統的な指導計画の中に，探求活動を取り入
れる工夫を積極的に行うことが，科学的思考力
や表現力の育成につながるものと確信する。
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